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サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
（
も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う
）
は

か
び
（
糸
状
菌
）
が
原
因
と
な
り
イ
モ
の
腐
敗
や
枯

死
を
引
き
起
こ
し
、
産
地
に
壊
滅
的
な
被
害
を
及
ぼ

す
重
要
な
病
気
で
す
（
写
真
１
）。
近
年
で
は
茨
城

県
で
も
発
生
し
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
26
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
消
毒
（
イ
モ
の
処
分
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
除
対
策
と
早
期
発
見
の
た
め
の
病
気
の
特
徴
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
産
地
へ
の
侵
入
と
定
着
を
徹
底

し
て
防
い
で
く
だ
さ
い
。

●
防
除
対
策

　

ポ
イ
ン
ト
は
、「
持
ち
込
ま
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」

「
残
さ
な
い
」
の
三
点
で
す
。
茨
城
県
で
は
基
腐
病

の
封
じ
込
め
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
持
ち

込
ま
な
い
」
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
茨
城
県
で
の

発
生
は
、
感
染
の
疑
い
の
あ
る
苗
を
県
外
か
ら
持
ち

込
ん
だ
こ
と
が
原
因
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
策

と
し
て
は
、
種
苗
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
健
全

な
苗
を
使
用
し
、
挿
苗
前
に
は
登
録
農
薬
を
用
い
て

苗
を
消
毒
し
ま
す
。

●
病
気
の
特
徴

　

病
気
は
苗
床
、
本
ぽ
、
イ
モ
貯
蔵
中
に
発
生
し
、

病
徴
は
葉
、
茎
、
イ
モ
に
現
れ
、
茎
で
は
病
名
の
由

来
と
な
る
株
の
基
（
も
と
）
が
黒
～
褐
色
に
変
色
し

ま
す
。
ま
た
、茎
葉
の
変
色
、し
お
れ
、枯
死
が
生
じ
、

イ
モ
は
栽
培
・
貯
蔵
中
と
も
な
り
首

4

4

4

側
か
ら
腐
敗
し

ま
す
（
写
真
２
）。
類
似
す
る
病
害
も
あ
り
ま
す
が
、

基
腐
病
の
特
徴
は
、
①
病
変
部
に
微
小
な
黒
粒
の
発

生
（
写
真
３
）、
②
株
元
か
ら
の
腐
敗
、
③
イ
モ
の

な
り
首

4

4

4

側
か
ら
や
や
硬
い
腐
敗
で
す
。
本
病
の
発
生

が
な
い
か
観
察
し
、
疑
わ
し
い
症
状
が
見
ら
れ
た
ら

普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
の
徹
底
を
！

写真１　サツマイモ基腐病により収穫皆無となったほ場 写真２　本ぽでのなり首側からの腐敗

写真３　茎に生じた微小な黒粒

なり首側

拡大

写真出典：
生研支援センターイノベーション創出強化
研究推進事業（01020C）および戦略的ス
マート農業技術等の開発・改良（SA2-102N）
令和４年度版マニュアル「サツマイモ基腐
病の発生生態と防除対策」より

活 力 が あ り 、 県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 を 実 現 し ま し ょ う ！



　

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材

は
農
薬
に
も
肥
料
に
も
該
当
し
な
い

新
た
な
生
産
資
材
で
す
。

　

昨
今
の
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

生
産
現
場
で
も
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ

ラ
ン
ト
資
材
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
令
和
七

年
五
月
に
、
農
林
水
産
省
が
「
バ
イ

オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
の
表
示
等
に

係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
バ
イ
オ

ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
は
、「
農
作

物
又
は
土
壌
に
施
す
こ
と
で
農
作
物

や
そ
の
周
り
の
土
壌
が
元
々
持
つ
機

能
を
補
助
す
る
資
材
（
一
部
抜
粋
）」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
バ
イ

オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
は
、
植

物
や
土
壌
が
本
来
も
つ
能
力
を
大
き

く
超
え
た
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
反
応

を
抑
制
す
る
資
材
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
気
象
や
栽
培
条
件
、
使
用
状

況
に
よ
っ
て
は
資
材
の
持
つ
効
果
が

発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
資
材
の
施
用
方
法
や

効
果
等
で
知
見
が
不
十
分
な
も
の
も

多
く
、
当
該
資
材
の
作
用
機
作
や
対

象
作
物
で
の
試
験
事
例
な
ど
を
メ
ー

カ
ー
に
十
分
に
確
認
の
上
、
慎
重
に

経
営
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ

ン
ト
資
材
を
利
用
す
る

際
の
留
意
点
に
つ
い
て

　

事
前
対
策
と
し
て
、
①
多
目
的
防

災
網
の
利
用
、
②
燃
焼
法
、
③
送
風

法
、
④
地
表
面
管
理
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
多
目
的
防
災
網
は
開
花
前
に
展

張
し
、
サ
イ
ド
を
開
放
し
て
晩
霜
に

備
え
ま
す
。
燃
焼
法
で
は
燃
焼
資
材

等
を
事
前
に
準
備
し
、０
℃
に
下
が
っ

た
時
点
を
目
安
に
点
火
し
ま
す
。
園

地
は
除
草
し
て
マ
ル
チ
は
行
わ
な
い

こ
と
で
、
日
射
に
よ
り
地
温
が
高
ま

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

出
穂
時
期
に
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ

類
の
防
除
を
行
い
ま
す
。
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
は
、
水
稲
の
穂
を
吸
汁
加

害
す
る
こ
と
で
減
収
や
等
級
低
下
を

招
き
ま
す
。
な
か
で
も
、
近
年
は
イ

ネ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
出
穂

直
後
の
穂
を
好
む
た
め
、
集
中
し
て

加
害
を
受
け
る
と
著
し
い
不
稔
が
発

生
し
、
大
幅
な
減
収
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
①
出
穂
期
※
頃
【
不
稔

防
止
】
お
よ
び
②
出
穂
期
８
日
後
【
斑

点
米
軽
減
】
の
２
回
の
薬
剤
防
除
が

効
果
的
で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
水
田
内
へ
の
飛

来
を
防
ぐ
た
め
、
出
穂
す
る
２
週
間

前
に
は
水
田
周
辺
を
除
草
し
ま
し
ょ

う
。

※
出
穂
期
：
ほ
場
全
体
の
４
～
５
割

の
穂
が
出
た
日

　

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
晩
霜

害
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ナ
シ
で
は

一
般
的
に
、
18
時
に
８
℃
、
21
時
に

４
℃
に
な
る
と
霜
害
の
危
険
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
低
温
耐
性

は
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
異
な
り
ま

す
（
表
）。
気
象
情
報
に
注
意
し
、
事

前
対
策
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

果
樹
の
晩
霜
対
策

　

令
和
七
年
産
の
水
稲
種
子
は
、
例

年
よ
り
も
休
眠
が
や
や
深
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
種
子
の
状
態

を
確
認
し
な
が
ら
、
浸
種
日
数
を
通

常
よ
り
一
日
程
度
長
く
し
ま
し
ょ
う
。

水
温
は
10
～
15
℃
が
適
し
ま
す
。
浸

種
を
延
長
し
た
上
で
、
ハ
ト
胸
状
態

（
写
真
）
と
な
る
ま
で
催
芽
を
継
続
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
催
芽
期
間

の
延
長
は
保
温
中
の
病
害
（
も
み
枯

細
菌
病
な
ど
）
の
危
険
が
高
ま
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

水
稲
の
育
苗
管
理
と

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

の
防
除
に
つ
い
て

発芽期 花蕾露出始期～
花蕾露出期

花弁露出始期～
花弁白色期

開花直前
～満開期

幼果期

－ 3.6 － 2.9 － 1.8 － 1.3 － 1.3

※果樹の凍霜害危険度推定シート（福島県農業総合センター果樹研究所作成）より引用
※安全限界温度は、この温度に１時間遭遇した場合、わずかでも障害が発生するおそれが
　ある温度である。

表　ナシの生育ステージ別安全限界温度（℃）

土浦普及センターだより

農 薬 を 適 正 に 使 用 し て「 農 作 物・ 生 産 者・ 環 境 」 の ３ つ の 安 全 を 守 り ま し ょ う。



　

農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
を
原
料
と
し
て
、
加

工
・
販
売
し
て
い
る
商
品
を

対
象
と
し
た
「
令
和
七
年
度

い
ば
ら
き
農
の
６
次
化
商
品

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
県
内
各

地
の
特
産
品
を
使
っ
た
菓
子

を
中
心
に
、
計
12
点
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
か
ら
は
、
S
u
m
i

y
a
（
石
岡
市
）
が
出
品
し

た
「
あ
げ
も
ち
ギ
フ
ト
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
が
金
賞
（
茨
城
県
知
事

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
か
つ
ら
ぎ
苺
園
（
石
岡

市
）
が
出
品
し
た
「【
K
o
m

e
＆
】
米
粉
の
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
（
い
ち
ご
）」
が
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
原

料
の
特
長
を
活
か
し
た
商
品

性
、食
味
や
包
装
デ
ザ
イ
ン
、

衛
生
管
理
方
法
等
が
評
価
さ

れ
、
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
６
次
産
業
化
に
よ
る
農
業

経
営
体
の
所
得
向
上
を
目
指

し
、
継
続
し
た
支
援
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
今
の
気
候
変
動
に
伴
う
高
温
の

影
響
で
、
夏
秋
コ
ギ
ク
の
開
花
遅
延

や
バ
ラ
ツ
キ
が
需
要
期
出
荷
の
最
大

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ギ
ク

は
葉
で
温
度
や
日
長
を
認
識
し
ま
す
。

コ
ギ
ク
の
高
温
感
受
性
は
、
夜
間
か

ら
明
け
方
に
か
け
て
最
大
化
し
、
特

に
花
芽
の
生
長
点
肥
大
期
～
小
花
形

成
期
に
夜
間
か
ら
明
け
方
に
25
℃
以

上
の
高
温
に
さ
ら
さ
れ
る
と
開
花
遅

延
が
発
生
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
（
電
照
栽
培
の
場
合
、
消
灯
後

概
ね
14
～
21
日
後
）。

　

現
時
点
で
確
実
な
高
温
対
策
は
確

立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
高
温
に
強

い
と
さ
れ
る
品
種
（
県
園
芸
研
究
所

H
P
の
研
究
成
果
等
を
参
照
）
の
作

付
け
と
基
本
的
な
栽
培
技
術
（
健
全

な
苗
の
適
期
定
植
、
病
害
虫
防
除
）

の
徹
底
と
併
せ
て
、
葉
の
夜
温
を
上

げ
に
く
く
す
る
た
め
の
栽
培
管
理

（
表
）
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
開
花
遅

延
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
別
表
に

記
載
し
た
技
術
は
検
証
・
実
証
が
必

要
な
技
術
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

あげもちギフトBOX【Kome＆】米粉のパウンドケーキ（いちご）

６
次
化
商
品
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
商
品
の
紹
介

コ
ギ
ク
の
開
花
遅

延
発
生
要
因
と
そ

の
暫
定
的
な
対
策

に
つ
い
て

表　葉の夜温を上げにくくするための栽培管理（コギク）

目　的 具体的な技術
１ 風通しの確保 下葉の除去、畝間隔、栽植密度、仕立て本数等の見直し

２ 蓄熱（夜間の放射熱）
の抑制

白黒ダブルマルチ等地温抑制が期待できるマルチの使用と通路のリ
ビングマルチや白色防草シートの展張等による地温上昇の抑制
西日を遮り、半日陰となるほ場の選定や環境づくり
（ほ場西側へのソルゴーの播種など）
遮光ネットの展張（想定時期：電照消灯直後～ 21 日後まで）
フラワーネット支柱への耐熱塗料塗布

３ 気化熱の活用
夕方から夜間（～９時まで）にかけての防除の実施　
夕方から夜間（～９時まで）又は夜明け前のスプリンクラー散水等
による植物体の冷却、通路かん水の実施

土浦普及センターだより

農 作 業 に お け る 事 故 や 農 業 機 械 の 盗 難 に 気 を 付 け ま し ょ う 。



農
業
三
士　

認
定
者
・
退
任
者
の
紹
介

石
岡
市
　
久
家
　
泰
永
　
氏
　
果
樹
（
ブ
ド
ウ
）

　

令
和
七
年
七
月
十
一
日
に
石
岡
市
久
家
泰
永
氏
が
農
業

経
営
士
と
し
て
茨
城
県
知
事
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

♦
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♦

♦
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♦

　

今
年
度
５
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
振
興
に
ご
協
力
・
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
経
営
士　

石
岡
市�

原
田　

通
弘　

氏

	

か
す
み
が
う
ら
市�

飯
田　
　

勝　

氏

	

か
す
み
が
う
ら
市　

�

市
川　

浩
文　

氏

女
性
農
業
士	

土
浦
市�

小
林　

弘
美　

氏

青
年
農
業
士	

土
浦
市�

荒
井　
　

弘　

氏

　

１
８
０
ａ
の
規
模
で
ブ
ド
ウ
を
生
産
し

て
お
り
、
そ
の
９
割
を
施
設
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ

た
品
種
構
成
を
工
夫
し
、
す
べ
て
直
売
で

販
売
。
後
継
者
の
育
成
や
新
規
就
農
者
の

独
立
支
援
に
も
力
を
入
れ
、
地
域
農
業
の

担
い
手
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
士

〇
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
紹
介

　

当
部
門
で
は
女
性
農
業
者
向
け
に
、
経
営
力

ア
ッ
プ
や
交
流
を
目
的
と
し
た
学
習
会
及
び
交

流
会
と
し
て
「
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
６
次
産
業
化
の
事
例
調
査
と
し
て

千
葉
県
の
梨
の
生
産
法
人
の
視
察
研
修
や
、
女

性
農
業
士
会
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

臨
時
講
座
と
し
て
農
業
簿
記
支
援
ソ
フ
ト
を
用

い
た
簿
記
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
先

進
的
な
女
性
経
営
者
の
講
話
や
、
地
域
の
女
性

農
業
者
同
士
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
い
き
ま

す
。

　

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
講
座
に
ご
興
味
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
農
業
学
園
の
紹
介

　

当
部
門
で
は
、
新
規
就
農
者
や
独
立
就
農
に

向
け
て
研
修
中
の
方
を
対
象
に
、
農
業
経
営
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
、
仲
間

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
農
業
学
園
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
稲
敷
地
域
・
つ
く
ば
地
域
と
合

同
で
六
月
か
ら
二
月
ま
で
全
九
回
の
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
県
内
の
先
進
農
家
の
視
察
や
、

専
門
家
の
講
師
を
お
招
き
し
て
の
講
義
な
ど

様
々
な
講
座
を
実
施
し
、
沢
山
の
受
講
生
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
生
同
士
の
情
報

交
換
や
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
部
門
で
は
、
農
業
学
園
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
興
味
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

令和７年度　農業学園開催内容

開催日 講　座　名

第１回 ６月24日 病害虫防除講座

第２回 ７月30日 雑草対策講座

第３回 ９月24日 高温対策講座

第４回 10月３日 販売戦略講座

第５回 10月30日 先進農家経営講座

第６回 11月27日 土壌物理性診断講座

第７回 12月17日 農業経営講座

第８回 １月16日 県南ブロックプロジェクト発表会

第９回 ２月20日 土壌化学性基礎講座

土浦普及センターだより

茨城県農林水産部　公式Instagram（＠af f . i ba rak i _o f f i c ia l）フォローお願いします。


